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＜目的＞

＜成果＞

◆連携した結果に対する意見または評価
　日々の人員不足の解消や、作業に関しても不備や遅延もなく、
　現場としても非常に助かっております。

◆今後の連携強化に向けた課題
　特にこれといった課題は見当たりませんので、引き続きよろしくお願いいたします。

連携先企業名 株式会社サンライズファシリティーズ 担当者名 大浦　真様

連携先の企業等の意見または評価

住　所 滋賀県彦根市大東町2-28 アルプラザ彦根４階 管理者名 廣田　岳士

電話番号 0749-47-3118 対象年度 令和7年度

地域連携活動の概要

◆活動場所:ABホテル彦根
◆実施日程:令和7年9月から
◆実施した生産活動、施設外就労の概要:
　地域企業の人材不足への対応として、
　ホテル内の客室を中心とした清掃を実施することで
　企業内での障害者の働く場づくりに
　取り組んでいる。
◆利用者数:10名

◆活動内容の追加コメント
　客室清掃では、ベッドメイキング、
　ユニットバス清掃、掃除機掛け、ごみ捨て、
　使用済みリネンの処理、アメニティの補充や
　管理など多岐に渡ります。
　施設外での作業を行うようになってから、
　仕事に楽しさややりがいを見つけた方も
　沢山います。

◆地域連携活動のねらい:
　地域社会の中で作業を行い、
　施設外の人との関係性の中で働く機会を得る
◆地域にとってのメリット:
　多様な働き方を受け入れる機会となり、人手不足
　問題の解決にも繋がる
◆対象者にとってのメリット:
　施設以外の人との関わりの中で働くことで、
　社会性が身につく。

◆実施した結果:
　ホテル側からも一定の評価をいただき、
　継続して作業を依頼していただけている。
◆得られた成果:
　自主的に動く、期限を守る、他者を助けるなどの
　行動が取れるようになった。
◆課題点:10時～15時の継続作業で、昼休憩を
　どう取るかが作業効率にも関わっている点。

令和8年3月10日
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